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令和５年第２回上毛町議会臨時会会議録 

招集の場所  上毛町議会議場  

開閉会日時及び宣言 

令和５年５月１２日 午前１０時００分 

─────────────────────────────── 

○応招（不応招）議員及び出席並びに欠席議員 

出席議員（１２名） 

 １番 渡辺哲也  ２番 大石光一  ３番 髙西正人  ４番 岩花寛之 

 ５番 廣﨑誠治  ６番 宮本理一郎  ７番 宮崎昌宗  ８番 峯 新一 

 ９番 三田敏和 １０番 茂呂孝志 １１番 田中唯登志 １２番 荒牧弘敏 

欠席議員（０名） 

─────────────────────────────── 

○地方自治法第１２１条の規定による説明のため出席した者の職氏名 

 町長 坪根秀介・ 副町長 岡﨑 浩 

 会計管理者 堀 三好・ 総務課長 宮吉保男・ 企画開発課長 熊谷豊司 

 税務課長 堀田京介・ 子ども未来課長 末永浩一・ 産業振興課長 円入忠義 

 総務係長 末吉孝幸 

─────────────────────────────── 

○職務のため本会議に出席した者の職氏名 

 議会事務局長  野添雄二 

 議会事務局   古城大作 
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○議事日程 

令和５年第１回上毛町議会臨時会議事日程 

令和５年５月１２日 午前１０時００分 開会 

日程第 １ 会議録署名議員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 諸般の報告 

日程第 ４ 議案第３０号 専決処分の承認を求めることについて（上毛町税条例の

一部を改正する条例） 

日程第 ５ 議案第３１号 専決処分の承認を求めることについて（上毛町国民健康

保険税条例の一部を改正する条例） 

日程第 ６ 議案第３２号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度上毛

町一般会計補正予算（第１号）） 

日程第 ７ 議案第３３号 令和５年度上毛町一般会計補正予算（第２号） 
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○ 会 議 の 経 過 

                           開議 午前１０時００分 

○議長（荒牧弘敏君）皆さん、おはようございます。 

 定刻になりました。御起立をお願いします。 

 一礼して着席願います。礼。 

 ただいまの出席議員は全員です。 

 ただいまから、令和５年第２回上毛町議会臨時会を開会します。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の運営資料のとおりです。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

 本臨時会の会議録署名議員に、５番 廣﨑議員、６番 宮本議員を指名します。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第２、会期の決定を議題とします。 

 臨時会の招集が予定されてから、議会運営委員会に臨時会の運営について諮問しま

したところ、５月９日に委員会を開催していただき、答申をいただきました。委員会

の答申は、会期を本日１日とする答申でした。 

 お諮りします。本臨時会の会期は、議会運営委員会の答申のとおり本日１日とした

いと思いますが、これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）異議なしと認めます。したがって、本臨時会の会期は本日１日と

することに決定しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第３、諸般の報告を行います。 

 本臨時会に提出された議案は、町長から専決処分３件、補正予算１件、計４案件で

あります。お手元に配付しています運営資料の議事日程を御覧ください。 

 本日の日程は、町長提出案件の議案を一括上程し、町長からの提案理由の説明を受

け、引き続き議案内容の説明を受けた後、質疑を行います。質疑が終了した後、討論、

採決を行いますので、御了承ください。 

 地方自治法第１２１条の規定に基づき、町長に出席の要求をいたしましたところ、

お手元の配付名簿のとおり説明員の出席報告がありましたので、これを許可し、出席
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いただいております。 

 これで諸般の報告を終わります。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）これから、議案の上程を行います。 

 なお、議案の上程に際し、議案名の朗読は省略します。 

 日程第４、議案第３０号、日程第５、議案第３１号、日程第６、議案第３２号、日

程第７、議案第３３号、以上４件を一括上程します。 

 提案理由の説明を求めます。 

 町長。 

○町長（坪根秀介君）おはようございます。 

 本日、ここに令和５年第２回上毛町議会臨時会を招集いたしましたところ、議員各

位には、公私ともに御多用の中、万障お繰り合わせの上、御参集をいただき、厚く御

礼を申し上げます。 

 新型コロナウイルスも５月８日より感染症法上の位置づけが５類に移行する状況に

なり、ようやく普通の生活を取り戻しつつありますが、この３年間で変わってしまっ

たことや失ったものもあれば、全く変わらないものもあり、こうした経験から一定の

収穫もあったと感じるところであります。 

 行政としては、いかなる状況においても不易流行を基本に、変えてはならないもの

については町民にとって何がベストか、何が正しいものなのか、こういう理念を堅持

し、変えなければならないものは勇気を持って思い切って変えることの意義を改めて

認識したところです。 

 かつて経験のない事態、誰もが不安しかない中で道なき道を切り開くわけですから、

結果だけ見れば賛否両論あるかもしれませんが、その評価は今ではなく、未来の歴史

が判断するであろうと考える次第であります。 

 私たちは、今後においてもさらに進化し、不易流行という座標軸をしっかり掲げ、

人材や組織、そして、まちの活性化に努めてまいる所存です。議員各位の御理解と御

協力のほど、何とぞよろしくお願い申し上げます。 

 それでは、これより提案理由の説明を申し上げます。 

 今議会に提出しております案件は、専決処分３件、補正予算１件の計４案件であり

ます。 



-5- 

 それでは、提案理由を説明いたします。 

 議案第３０号 専決処分の承認を求めることについて（上毛町税条例の一部を改正

する条例）及び議案第３１号 専決処分の承認を求めることについて（上毛町国民健

康保険税条例の一部を改正する条例）でありますが、地方税法等の一部を改正する法

律が令和５年３月３１日に公布されたことに伴い、本町税条例及び国保税条例の一部

を改正する条例をそれぞれ同日付で専決処分したので、地方自治法第１７９条第３項

の規定により、これを報告し承認を求めるものであります。 

 議案第３２号 専決処分の承認を求めることについて（令和５年度上毛町一般会計

補正予算（第１号））でありますが、新型コロナウイルスワクチン接種において、オミ

クロン株対応２価ワクチンの令和５年春開始接種の方針が国から示され、５歳以上１

１歳以下の小児、６５歳以上及び１２歳以上６４歳以下の基礎疾患を持っている方に

対し、集団接種等を早急に実施する必要が生じたため、関係経費１,６４７万４,００

０円について令和５年４月１１日付で専決処分いたしましたので、地方自治法第１７

９条第３項の規定により、これを報告し承認を求めるものであります。 

 議案第３３号 令和５年度上毛町一般会計補正予算（第２号）でありますが、今回

の補正額は２億４,１４２万４,０００円で、歳入歳出予算総額５３億８,０８９万８,

０００円とするものであります。 

 歳出の内容ですが、総務費の企画費では、令和４年度に実施設計を行いましたサテ

ライトオフィス施設改修工事について、令和５年４月１日付でデジタル田園都市国家

構想交付金の交付決定がありましたので、改修工事費及び企業誘致等に要する関係経

費について増額補正をお願いしております。 

 徴税費では、国民健康保険税の電子納付のための納付書ＱＲコード対応業務委託料

を追加計上しています。 

 民生費の児童福祉総務費では、対象児童１人当たり５万円を給付する低所得の子育

て世帯に対する生活支援特別給付金について、国から、可能な限り５月までに支給す

ることを求められておりますので、関係経費について今回補正をお願いしております。 

 農林水産業費の農業振興費では、県事業による園芸農家への栽培管理用ドローン交

流事業補助金の内報がありましたので、その補助金を計上いたしております。 

 今回の補正財源につきましては、国庫支出金では、デジタル田園都市国家構想交付

金７,９６８万円、子育て世帯生活支援特別給付事業補助金４００万等、合計８,４３
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２万円を増額計上しています。 

 県支出金では、園芸農業ＤＸ推進事業費補助金８４万１,０００円を追加計上して

います。 

 繰入金では、サテライトオフィス改修工事のため、ふるさと応援基金から１億４,０

００万を新たに繰り入れております。 

 また、一般財源として、普通交付税１,６２６万３,０００円を計上しております。 

 以上、概略を御説明申し上げましたが、いずれも重要な案件でございますので、慎

重に御審議をいただき、御承認、御可決くださいますようお願い申し上げまして提案

理由の説明を終わります。どうぞよろしくお願いします。 

○議長（荒牧弘敏君）提案理由の説明が終わりました。 

○議長（荒牧弘敏君）日程第４、議案第３０号 専決処分の承認を求めることについて、

上毛町税条例の一部を改正する条例を議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 税務課長。 

○税務課長（堀田京介君）それでは、議案第３０号について説明いたします。 

 専決処分の承認を求めることについて。 

 上毛町税条例の一部を改正する条例について、地方自治法第１７９条第１項の規定

により、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを報告し、承

認を求める。 

 令和５年５月１２日提出、上毛町長、坪根秀介。 

 理由でございますが、地方税法等の一部を改正する法律が令和５年３月３１日に公

布されたことに伴い、これに準じて本町税条例の一部を改正する必要が生じるため、

専決処分をしたものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 専決第２号、専決処分書をつけております。令和５年３月３１日に専決したもので

ございます。 

 次のページをお願いします。 

 このページから、上毛町条例第１２号、上毛町税条例の一部を改正する条例を記載

しておりますが、改正内容については、お手元のほうにお配りしています議案説明資

料のほうで説明させていただきます。 



-7- 

 議案説明資料の１ページのほうに税条例の改正内容の説明がございますので、これ

に沿って説明させていただきます。 

 なお、今回の改正条例ですが、地方税法の改正のうち、令和５年４月１日施行分に

ついて専決処分とさせていただいています。 

 まず、大規模修繕等が行われたマンションに対するわがまち特例の新設ですが、附

則第１０条の２第２７項の規定により、大規模の修繕等が行われたマンションに対す

る固定資産税の課税の減額措置を創設し、附則第１０条の３第１２項により、申告方

法について規定しているものです。なお、この規定に該当する家屋は、町において現

在ございません。 

 続きまして、肉用牛の売却による事業所得の課税の特例の延長ですが、附則第８条

第１項の規定により、肉用牛の売却による事業所得の課税の特例の適用期間を令和９

年まで延長するものです。これについても、現在町において対象者はございません。 

 続いて、グリーン化特例の課税の特例の延長ですが、附則第１６条の規定により、

特例の期間を３年間、２５％軽減の対象については２年間延長し、令和８年３月３１

日、２５％軽減の対象については令和７年３月３１日までとするものです。これにつ

いては、一般にエコカー減税と言われるもので、電気自動車等の新車登録の最初の課

税１年度のみ減税されるものです。 

 続いて、優良住宅地の造成等のために土地等を譲渡した場合の課税の特例の延長で

すが、附則第１７条の２の規定により、優良住宅地の造成等のために土地を譲渡した

場合の町民税の課税の特例の適用期間を令和８年度まで延長するものです。 

 その他、地方税法等の改正に伴う条ずれ等の規定の整備、文言修正等がございます。 

 以上でございますが、税条例の一部改正についての説明を終わらせていただきます。 

○議長（荒牧弘敏君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）質疑なしと認め、質疑を終わります。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）賛成討論はありませんか。 
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（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり承認することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 

○議長（荒牧弘敏君）全会一致。したがって、議案第３０号 専決処分の承認を求める

ことについて（上毛町税条例の一部を改正する条例）は原案のとおり承認することに

決定しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第５、議案第３１号 専決処分の承認を求めることについて

（上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）を議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 税務課長。 

○税務課長（堀田京介君）それでは、議案第３１号について説明いたします。 

 専決処分の承認を求めることについて。 

 上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例について、地方自治法第１７９条

第１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定により、こ

れを報告し承認を求める。 

 令和５年５月１２日提出、上毛町長、坪根秀介。 

 理由でございますが、地方税法等の一部を改正する法律が令和５年３月３１日に公

布されたことに伴い、これに準じて本町国民健康保険税条例の一部を改正する必要が

生じたため、専決処分したものでございます。 

 次のページをお願いいたします。 

 専決第３号、専決処分書をつけております。令和５年３月３１日に専決したもので

ございます。 

 次のページをお願いします。このページから、上毛町条例第１３号、上毛町国民健

康保険税条例の一部を改正する条例を記載しておりますが、改正内容については、お

手元のほうにお配りしています議案説明資料のほうで説明させていただきます。 

 議案説明資料、１ページの後段のほうに、国民健康保険税条例の一部改正の内容を

記載しておりますので、これに沿って説明させていただきます。 
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 まず、課税限度額の引上げですが、第２条及び第２３条により、後期高齢者支援金

等課税額の上限を２０万円から２２万と、２万円増額するものです。これについては、

高齢化の影響で、医療給付費等が増加する一方で、被保険者の所得が伸びない状況に

おいては、例えば保険税負担の上限を引き上げずに、国民健康保険税の税率引上げに

より必要な収入を確保しようとした場合には、高所得者層の負担に比して中間所得者

の負担が重くなることといったことが生じます。 

 一方、保険税負担の上限を引き上げた場合には、高所得者により多くの負担を求め

ることになるものの、中間所得者に配慮した保険税の設定が可能となります。今回の

改正においては、負担の公平性の確保及び中間所得者層の負担軽減を図る観点から行

われていることとなります。 

 続いて、軽減措置に係る軽減判定所得の基準の見直しですが、第２３条の規定によ

り、軽減判定所得の基準を見直すものです。 

 議案説明資料に記載していますとおり、５割軽減と２割軽減の軽減判定所得につい

て、加入者１人当たり、５割軽減では５,０００円、２割軽減では１万５,０００円増

加させて、対象を拡充するものです。 

 その他、地方税法等の改正に伴う条ずれ規定の整備等、文言修正等がございます。 

 以上、概略ではございますが、国民健康保険税条例の一部改正についての説明を終

わらせていただきます。 

○議長（荒牧弘敏君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 宮本議員。 

○６番（宮本理一郎君）課長にお伺いします。先ほどの議案第３０号にしても、今回の

この３１号にしても、国が本年の３月３１日に改正をもって各自治体に指示を出して

いるわけですけれども、国のこの改正をしたという根本的な意味合いはどこにあるん

でございましょうか。 

○議長（荒牧弘敏君）税務課長。 

○税務課長（堀田京介君）国会のほうで、今の社会情勢等を勘案して、地方税法等の改

正の法律が行われているというような状態だと解釈しています。国の地方税法、町の

税条例については、地方税法にのっとり行われているというようなことになると思っ

ています。 
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○議長（荒牧弘敏君）宮本議員。 

○６番（宮本理一郎君）私が思うには、全てやっぱり少子高齢化、あるいは地域の活性

化、これを早急に国としても是正しなければならないというところに大きな根拠があ

って、それぞれの法律を改正しようという試みだと思います。 

 特に、ロシア、ウクライナ戦争なんかで諸物価が高騰している現状において、生活

者の生活安定というところに重きを政府は置いてやっているんだというふうに思いま

すが、自治体としてはそういう思いは国から感じられませんか。 

○議長（荒牧弘敏君）税務課長。 

○税務課長（堀田京介君）今回の限度額の引上げ等についても、基本的には限度超過と

かいうような法律というか、減免する規定というのを、ほかの税にはなくて国保にし

かない部分でありますけど、やっぱり中間所得者層とか、そういうところの生活とか、

そういうのを考慮したところで、一応お金を持っている高所得者層についての負担を

増加する部分で考えられていると思いまして、軽減の判定の基準の増額についても、

そういう形で低所得者に対して生活支援とかいうような形で考えられている条文だと

思われます。 

○議長（荒牧弘敏君）いいですか。ほかにありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

 茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）私は、議案第３１号は、反対の立場からの討論であります。 

 後期高齢者支援金等課税額の課税限度額が２０万円から２２万円に引き上げられて

います。国保加入者の負担増を招くので、この議案には反対いたします。 

○議長（荒牧弘敏君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）ほかにありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）これで討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり承認することに賛成の議員の起立を求めます。 
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（起立多数） 

○議長（荒牧弘敏君）起立多数。したがって、議案第３１号 専決処分の承認を求める

ことについて（上毛町国民健康保険税条例の一部を改正する条例）は原案のとおり承

認することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第６、議案第３２号 専決処分の承認を求めることについて

（令和５年度上毛町一般会計補正予算（第１号））を議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）それでは、私のほうから議案第３２号について御説明を申し

上げます。 

 議案第３２号 専決処分の承認を求めることについて。 

 令和５年度上毛町一般会計補正予算（第１号）について、地方自治法第１７９条第

１項の規定により、別紙のとおり専決処分したので、同条第３項の規定によりこれを

報告し承認を求める。 

 令和５年５月１２日提出、上毛町長、坪根秀介。 

 理由でございますが、オミクロン株対応２価ワクチンの令和５年春開始接種の方針

が国から示され、５歳以上１１歳以下の小児、６５歳以上及び１２歳以上６４歳以下

の基礎疾患を持っている方々に対しまして集団接種等を早急に実施する必要が生じま

したので、関係経費について、令和５年４月１１日付で専決処分により予算措置を行

わせていただいたものでございます。 

 次のページに、専決第４号として専決処分書を添付しております。 

 １枚はぐっていただきまして、令和５年度上毛町一般会計補正予算（第１号）を添

付しております。 

 補正予算に係る資料につきましては、お手元に配付しております臨時議会議案説明

資料２ページを併せて御参照ください。 

 予算書の８ページをまずお願いいたします。 

 ４款１項５目新型コロナウイルス感染症対策費において、先ほど御説明いたしまし

た令和５年春開始接種対象見込み数としては、６５歳以上及び基礎疾患を持っている

方等が約２,４５０人、小児の対象者約１８０人を見込みまして、それに係る集団接種
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等に要する報償費、委託料等につきまして１,６４７万４,０００円を増額補正をいた

しております。 

 現時点での計画では、５月中旬に接種券を発送、予約受付を行った後、６月での集

団接種を予定しております。また、本年９月以降には、秋開始接種が５歳以上の全員

を対象に予定をされておりますが、接種経費に対して、国から交付される財源の仕組

みが変更されるということになっております。詳細が決定いたしましたら、次回の６

月議会におきまして、改めて秋開始接種に要する関係経費につきましては補正予算を

計上させていただきたいと考えておりますので、御理解のほどよろしくお願いいたし

ます。 

 なお、本事業につきましては、新型コロナウイルスワクチン接種対策費負担金７１

２万８,０００円及び新型コロナウイルスワクチン接種体制確保事業補助金７４８万

５,０００円を特定財源として充当をいたしております。 

 以上で、概略となりますが、議案第３２号の説明を終わります。よろしくお願いい

たします。 

○議長（荒牧弘敏君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）７ページですが、１４款１項３目の衛生費国庫補助金の補助率

は何％ですか。 

○議長（荒牧弘敏君）子ども未来課長。 

○子ども未来課長（末永浩一君）今年度の春開始接種に関しては１００％で見ていただ

きます。 

○議長（荒牧弘敏君）いいですか。ほかに質疑はありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）討論なしと認め、討論を終わります。 
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 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり承認することに賛成の議員の起立を求めます。 

（全会一致） 

○議長（荒牧弘敏君）全会一致。したがって、議案第３２号 専決処分の承認を求める

ことについて（令和５年度上毛町一般会計補正予算（第１号））は原案のとおり承認す

ることに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）日程第７、議案第３３号 令和５年度上毛町一般会計補正予算（第

２号）を議題とします。 

 議案内容の説明を求めます。 

 総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）それでは、議案第３３号について御説明をいたします。 

 議案第３３号 令和５年度上毛町一般会計補正予算（第２号）。 

 令和５年度上毛町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 第１条、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２億４,１４２万４,０００円を追

加し、歳入歳出予算の総額を歳入歳出それぞれ５３億８,０８９万８,０００円とする。 

 第２項、歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の

歳入歳出予算の金額は、「第１表、歳入歳出予算補正」による。 

 令和５年５月１２日提出、上毛町長、坪根秀介。 

 それでは、予算書の１０ページをお願いいたします。なお、お手元にお配りしてお

ります議案説明資料の３ページを併せて御参照ください。 

 ２款総務費、１項総務管理費、６目企画費にサテライトオフィス施設改修工事及び

関連するソフト事業に係る関係経費を計上しております。１２節委託料では、改修工

事監理業務委託料４００万円及びより効果的なサテライトオフィスへの企業誘致を行

うための支援業務委託料８１４万円を、１４節工事請負費では、改修工事費２億１,５

００万円を、１８節負担金、補助及び交付金では、サテライトオフィス進出企業１社

当たり１００万円を定額で補助するための経費を８社分として８００万円、それぞれ

計上しております。 

 本目には、特定財源といたしまして、デジタル田園都市国家構想交付金７,９６８万

円、ふるさと応援基金繰入金１億４,０００万円を充当いたしております。 
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 続きまして、２項徴税費、１目税務総務費では、国民健康保険税に係る電子納付の

仕様が決定いたしましたので、７月の当初賦課に間に合わせるため、１２節委託料に

おきまして対応業務委託料７９万２,０００円を計上しております。 

 予算書１１ページをお願いいたします。議案説明資料は９ページとなります。併せ

て御参照をお願いいたします。 

 ３款民生費、２項児童福祉費、１目児童福祉総務費ですが、食費等の物価高騰に直

面し、影響を特に受ける低所得の子育て世帯に対し、対象児童１人当たり５万円の特

別給付金を全額国庫負担により支給するための関係経費４６５万１,０００円を計上

しております。 

 なお、本給付金につきましては、国から可能な限り５月までの支給を求められてお

りますことから、本臨時議会での補正予算をお願いするものでございます。 

 本目には特定財源といたしまして、子育て世帯生活支援特別給付事業費補助金等４

６４万円を充当いたしております。 

 続きまして、予算書１２ページをお願いいたします。 

 ５款農林水産業費、１項農業費、３目農業振興費は、福岡県が実施いたします園芸

農業ＤＸ推進事業におきまして、町内の園芸農家から要望がありました栽培管理用ド

ローン導入事業が採択をされました。県より５月中の事業着手ということで求められ

ておりますので、今回、１８節負担金、補助及び交付金に事業補助金といたしまして

８４万１,０００円を計上させていただいております。 

 なお、本目には特定財源といたしまして、園芸農業ＤＸ推進事業費補助金８４万１，

０００円を充当いたしております。 

 今回の歳入財源といたしましては、各事業で御説明いたしました特定財源のほか、

一般財源といたしまして、普通交付税を１,６２６万３,０００円増額計上しておりま

す。 

 以上、概略ではございますが、補正予算の財源となります。なお、質疑につきまし

ては、内容によりまして、この後、担当課長より御説明、答弁させていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

○議長（荒牧弘敏君）説明が終わりました。 

 これから質疑を行います。質疑はありませんか。 

 宮本議員。 
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○６番（宮本理一郎君）サテライトオフィスの件でございますが、先般、私が一般質問

した際に、もう少し規模を拡大して展開したらどうかというお話をしましたが、財政

的に窮屈だと。あるお金を有効に使いたいということでございましたが、今回こうい

った形で、国家構想の交付金が出ているということでございまして、この略図を見ま

すと、１棟の展開でございますが、もっと、現在建てる予定のところに土地があるの

であれば、もう１棟展開するとか、そういった形で、交付税を有効に使った形の思い

切った展開ができないものかということでございます。 

 もう一つはドローンですけど、ドローンの展開ということで予算が上がっています

が、何台投入するのか。あるいは現在のここの本町の農業でドローンを使うような、

必要な具体的な作業というのはどういったものか。その辺をお伺いします。 

○議長（荒牧弘敏君）企画開発課長。 

○企画開発課長（熊谷豊司君）御答弁いたします。 

 宮本議員の御質問の規模拡大ということで、敷地内にまだ場所があるのではないか

と、もう少し拡大してはということでございますが、現時点、今計画をしております

デジタル田園都市国家構想交付金といたしまして行う拡大投資をまず軌道に乗せてい

きたいということで考えておりますので、その後の発展性につきましては、その需要、

企業からの引き合い等を勘案して検討していきたいというふうに今現状考えておりま

す。 

○議長（荒牧弘敏君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）私から、ドローンのことについて御答弁させていただき

ます。 

 まず、台数ですが、今回の分は１台。 

○６番（宮本理一郎君）１台。 

○産業振興課長（円入忠義君）１台です。必要な作業ということでございますが、ドロ

ーンについては、防除作業ということですね。今までは動噴散布とかでやられていた

部分が多いと思うんですが、これからはそういう形でだんだん変わってくるんじゃな

かろうかというふうに担当としては思っております。 

 以上です。 

○議長（荒牧弘敏君）廣﨑議員。 

○５番（廣﨑誠治君）サテライトオフィスについてお伺いします。 
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 このサテライトオフィスの工事費なんですけど、事前にプロポーザルで基本実施設

計業務委託、仕様のところで仕様書等を出していると思うんですけど、これでは、多

分、前は１億５,０００万円だったと思うんですよね。これは何で２億１,５００万に

増えたのか。それと、サテライトオフィスの設計業者の官公庁の実績があるのかどう

か。２点お伺いします。 

○議長（荒牧弘敏君）企画開発課長。 

○企画開発課長（熊谷豊司君）議員御指摘のプロポーザルの募集時概算工事費は、消費

税込みおおむね１億５,０００万ということでございます。算定に当たっては、旧大

平村麦酒館躯体調査等を参考に設定しております。ただし、この概算工事金額は、あ

くまで実施設計業務のプロポーザル実施のために設定したおおむねの工事費でござい

ます。内容につきましては、創意工夫等を考慮せず、単純な改修案により設定したお

おむねの工事費ということでございます。 

 一方、実施設計の工事費は、プロポーザルでの決定した提案事業者が創意工夫をし

て提案したものを反映した工事費であり、そういった部分で工事費が、価格が違って

いるということでございます。また、昨今の労務費や資材等の価格高騰、そういった

部分を反映して実施設計金額になっているということで御理解をお願いしたいと思い

ます。 

 以上でございます。 

 設計者の官公庁の実績ということで、同等の部分でしていくということで、官公庁

の部分の分はないんですが、うちが求めている部分の実績は１件ございます。 

○議長（荒牧弘敏君）廣﨑議員。 

○５番（廣﨑誠治君）１億５,０００万以内で設計するような計画で仕様書を出したんだ

と思うんですけど、物価高というのもあると思いますけど、内容を変えたというもの

はないんですか。 

○議長（荒牧弘敏君）企画開発課長。 

○企画開発課長（熊谷豊司君）先ほども答弁したとおり、初めのプロポーザルですね、

単純に今の部分を改修する。うちのほうは単純に区画割をして、何の創意工夫もせず、

必要最低限でした場合で１億５,０００万ということで設定しています。それはあく

までプロポーザルの目安として、プロポーザル業者を選ぶための工事費として概算で

上げているものでございまして、当然、提案されているものは創意工夫が凝らされた
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部分で提案してやっていますので、中身は違っております。 

○議長（荒牧弘敏君）いいですか。ほかにありませんか。 

 宮崎議員。 

○７番（宮崎昌宗君）サテライトオフィスの件でございますけど、まず、このプロポー

ザルを受けて設計された会社はどこなのかとですね。あと空調に関して、図面上、空

調がないのでビルトインという、要は全館空調というかそういう形なのかをお尋ねい

たします。 

 また、完成後の運営、こういったこともたしかプロポーザルの中で提案ということ

だったと思いますが、そういった完成後の運営はどのような形でするのか。指定管理

になろうかと思いますが、そういった管理はどのように行うと考えるか。また、管理

費が今の時点で分かればお願いいたします。 

 あと、この図面上にザシンクファクトリー上毛とありますが、名称はもう、これも

仮の名前なんですか。それとも、こういうお名前でいくのかということをお願いいた

します。 

 あと、家具ですね。備付けの部分は工事費の中であるかと思いますが、椅子とかそ

ういったものを、極力そういったイメージに合ったいい椅子というか、デザイン性の

ある椅子を置くのかどうなのか。それとも、入ってきた方が、テナントにサテライト

オフィスとして入った方が独自に準備するのか。その辺の考えをお聞かせください。 

○議長（荒牧弘敏君）企画開発課長。 

○企画開発課長（熊谷豊司君）まず、実施設計をした会社でございますが、ツツヤアン

ドプライスという合同会社でございます。 

 空調につきましては、全館空調システムを新たに改修する予定でございます。 

 運営につきましては、当面、議員さん御承知のとおり、この建物ができる見込みに

なりましたら設置条例をつくるようになります。その設置条例を御可決いただければ、

行政財産、ただし一部、８部屋については普通財産で管理する予定ですが、そうなっ

た場合、管理の運営方法としては指定管理、もしくは直営ということになりますが、

初年度に関しては、電気代とかその他もろもろの経費等は分かりませんので、当面直

営でやっていきたいと考えております。そのやっていく中で、指定管理についても検

討していきたいということで、当面は直営での運営を考えております。 

 管理費につきましては、また、その設置条例を出すときに、時間帯等で人件費、ま
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た、電気費等変わってきますのでなかなか一概には言えませんが、おおむね８００万

から１,２００万程度。これは、ただし今の想定でございます。近隣の市町村、もしく

は類似施設のところの調査をいたしまして、開設時間、また開館日、どのくらいがう

ちのニーズに合った適切なのか、企業さんの声も聞きながら決めていくので、その内

容によっては変わるということを承知おき願いたいと思います。 

 名称でございますが、さっき言われたとおり名前がついていますが、これはあくま

で決定ではございません。取りあえずの仮称としてつけているので、今後決定してい

きたいということでございます。 

 そして、備品に関しましては、備付けの備品等、部屋によっては机がついていると

ころもございますが、これにつきましては、９月議会で、備品のほうを、また予算の

ほうを取りまとめましてお願いしたいというふうに現状考えております。 

 以上でございます。 

○議長（荒牧弘敏君）宮崎議員。 

○７番（宮崎昌宗君）それと、子育て世帯生活支援特別給付金のほうですけど、この議

案説明資料がついておりますが、恐らくこれは国からの資料だと思うんですが、要は

出どころがこれは書かれていないので、本来ならこういう資料は町のつくった資料だ

と思うのですね。恐らくどこか国からのを引っ張ってきて、それをそのまま置いたと

思うんですけど。その予算が例えば１,５０１億円とあるけれどね、知らない人が見る

と、これはどうなのと思うんですね。やはりこの２ページの資料のように、厚生労働

省と出どころがあるなら、しっかりと明示しないと、あくまでも町の資料なので、そ

こはやっぱりただ単に引っ張ってきて入れるんじゃなくて、どこから来たどこの、例

えば厚生労働省ですよとか、総務省ですよとか、参考資料にしないと、あくまでも町

の資料ですので、その辺の運営というか、資料のつくり方、どうですか、総務課長、

考えているのか。 

○議長（荒牧弘敏君）総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）今、議員さんから御指摘いただいた分、今後の資料作成につ

いては留意していきたいと思いますが、今回の議案内容に沿って、議員さんに御理解

いただくためには、国からのこの資料が一番適切だろうということで添付をさせてい

ただいております。独自の部分というか、今回の予算につきましては、町独自の政策

という部分が加味できませんので、国から求められている事業をそのまま実施すると
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いう制度設計になっておりますので、今回につきましてはこの資料で御了承いただき

たいというふうに思います。 

○議長（荒牧弘敏君）宮崎議員。 

○７番（宮崎昌宗君）国の資料が悪いって言っているわけじゃなくてね、国の資料なら

国の資料と分かるように出どころをしっかり明記するべきだと思います。労働省とか

何とか省とかですね。 

○議長（荒牧弘敏君）総務課長。 

○総務課長（宮吉保男君）冒頭申し上げましたとおり、次回からの資料作成については

留意させていただきたいということで、よろしくお願いいたします。 

○議長（荒牧弘敏君）いいですか。 

 岩花議員。 

○４番（岩花寛之君）サテライトオフィスについてなんですけれども、サテライトオフ

ィス本体の組織、申し訳ないんですが、完成をいつに思われているのかなというとこ

ろの確認と、その完成に対してなんですけれども、誘致の支援業務の委託をされると

思います。それが、その完成をやはり見た後で、実際に入られたいと思われる方もお

るのかどうかと思いまして、それの移行期間が３月２７日というふうになります。誘

致を要はお願いする企業さんに対して、完成からあまりにも短い期間でしたら、その

業務というか、十分な成果が得られないんじゃないかなというふうに危惧するところ

です。 

 それと、やはりこういうふうな大きな投資ですけれども、８の企業さんが入る予定

になっております。今現時点で、そういうふうな引き合いがどういうふうな形であっ

ているのか。それから、また、こういうふうな企業を入れて町のほうに投資すること

によって、実際どういうふうな効果をこの町に出すというふうなところの、町長も何

度かお話がありましたけど、もう一度、御確認させてください。 

○議長（荒牧弘敏君）企画開発課長。 

○企画開発課長（熊谷豊司君）御答弁いたします。 

 まず、完成でございますが、今の予定でございますと、この予算が通過後、入札等

事務的な手続を行いまして、仮契約をまず結ばせていただいて、その本契約、５,００

０万以上の工事になりますので、御承知のとおり、９６条の議決事件に当たりますの

で、その議案の効果検討となります。予定といたしましては、６月議会に提案したい
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というふうに考えております。７月ぐらいから着工して、来年の３月ぐらいまでをめ

どに完成していきたいというふうに考えております。 

 議員さん御指摘の誘致支援業務ということでございますが、これは資料を提示して

おりますが、国の予算、補助金を使ってしているので、誘致企業に対するインセンテ

ィブということで取り扱って、誘致をスムーズにしていくということで、これが今年

度限りの条件となっております。補助金はそれでもらっておりますので、本年度、理

想としては、できて売った形でお見せするのがよろしいんですが、早めにそういった

ところを入れて、オープン当時にはもうある程度入っているということを目的とした

補助金でございますので、今年度の執行ということになっております。 

 ８の企業の引き合いということでございますが、あくまでその予算をもらってから

の動きになりますので、それ以下等の動き等々のことを言われているんですが、そこ

ら辺については、ちょっとなかなか答弁は差し控えさせていただき、今後、鋭意努力

でやっていきたいと、この補助金を使いながら、誘致支援業務委託料を使いながらや

っていきたいというふうに、町長のトップセールス等を踏まえ、事務方の整理をして

いきたいというふうに考えています。 

 効果といたしまして、再三言われているとおり、再三というか、申し上げてきまし

たが、サテライトオフィス進出企業等による雇用だけでなく、新たなビジネスの創出

などが期待されるということで考えております。 

 また、人の流れを拡大することによって、町内をはじめ周辺施設の店舗等、利用増

加や生産、消費拡大、売上げの拡大が期待できるということで、地域の活性化、にぎ

わいにつながるものということで、地域経済の好循環につながることを期待しており

ます。 

 また、住民等と進出企業が相互に交流をすることによって、都市部の需要と地方そ

れぞれの働き方、暮らし方を共有し、理解し合うことによって、地域住民が新しい考

え方をその地域に合ったやり方で取り入れることが可能となり、地域住民の生活向上

への効果が期待できるというふうに考えておりますし、新たな考え方等を持ち込んで

いただいて、町が課題とする地域づくりにも寄与するかということで、将来的には、

そういった考え方がシンクタンクみたいな形になっていければいいのではないかとい

うことが、波及効果ということで、担当課としては捉えております。 

○議長（荒牧弘敏君）岩花議員。 



-21- 

○４番（岩花寛之君）せっかくできる、施設になりますので、有効活用していただきた

いです。先ほどの誘致支援業務の予算、今年度限りということは十分分かるのですけ

れども、来年以降、募集が決まっておればいいですけれども、決まらなかった場合で

も、ぜひ活用できるように、また予算措置を、予算を計上していただければいうふう

に思っております。 

 以上です。 

○議長（荒牧弘敏君）ほかにありませんか。 

 茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）予算書の１０ページですが、２款１項６目１２節サテライトオ

フィス誘致支援業務委託料８１４万で予算計上されていますが、議案の説明資料の中

では、この誘致支援業務委託料概要の中で、概要の業務委託の中には、進出企業の入

居定着による本町への移住定住人口などの拡大を図ることが明記されています。そし

て、この１８節ですね、サテライトオフィス進出支援金８００万円の予算計上がされ

ているが、同じく説明資料の中では、ここでは進出支援金概要の中に、本町に移住定

住することが明記されていないようですが、この関係について御説明願います。 

 それから、施設改修工事費２億１,５００万円のこの内訳、例えば建築工事費、電気

設備工事費、機械設備工事費、解体工事、外構などの内訳を示してください。 

 それから、運営形態については、先ほど議員の質疑により説明がありましたので、

これは控えさせていただいて、維持管理費については、８００万から１,２００万とい

う説明がありましたが、収支バランスについて、どのように見込んでいるのか、お尋

ねします。 

 それから、予算書の１０ページ、その他の財源として１億４,０００万円が充当され

ていますが、どのような財源なのか、お伺いいたします。 

 それから、予算書の１０ページ、２款２項１目１２節国民健康保険税納付書のＱＲ

コード対応業務委託料が予算計上されていますが、なぜ当初予算に計上できなく、こ

の時期にされたのか、その理由についてお伺いいたします。 

 以上です。 

○議長（荒牧弘敏君）企画開発課長。 

○企画開発課長（熊谷豊司君）御答弁申し上げます。 

 まず、サテライトオフィス支援業務委託料の中に移住定住等のことが書かれており
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まして、それは分かっているが、進出支援金のところには書かれていないという御質

問ですが、サテライトオフィスに進出していただく目的としては企業誘致ということ

で、当然雇用を伴うとして移住していただきたいということが目的としてあります。

一方、サテライトオフィス進出支援金の関係につきましては、これはあくまで条件で

ございます。目的はそういった誘致、そして、その先に雇用、そして移住定住を求め

ておりますが、条件といたしましては、国の条件にのっとって事業を進めてまいりま

すので、移住定住までを補助金は条件としていないということでございます。そうい

ったことで御理解をお願いいたします。 

 収支ということでございますが、先ほど申し上げましたが、開設に係る維持管理等

８００万から１,２００万かかるということでございます。それに見合う入りをバラ

ンス的に設定していきたいということでございます。 

 ただ、これにつきましても、今からそういった部分も含めて、管理にかかる経費、

そしてそれを補うための収入。ただ、その収入についても今後検討していきたいとい

うことで考えています。当然、それに見合う収入ということで考えておりますが、そ

こだけの費用対効果でイコールになるかというときに、考え方としてそういった新し

い風、新しい考え方を取り組むということもございますので、全てがそのバランスど

おりにいくかということは、努力はいたしますが、今、明言できるということはなか

なかできないということを御理解いただきたいと思います。 

 あと、財源につきましては、総務課長の説明でもございましたが、１億４,０００万

につきましては、ふるさと納税を活用するということでございます。 

 あと、工事費の内訳ということでございます。これにつきましては、なかなか入札

前等で、具体的な数字ということでの答弁は差し控えたいとは思いますが、概算でと

いうことの話にもなるんですが、基本的には、そこの資料に書いておりますとおり、

建築工事、電気設備工事、機械設備工事、解体工事、外構工事、その他工事というこ

とで、合計２億１,５００万ということで、入札前ということでございますので、金額

については差し控えさせていただきたいということで考えております。 

 以上です。 

○議長（荒牧弘敏君）税務課長。 

○税務課長（堀田京介君）国民健康保険のＱＲコード対応の予算ですけど、これについ

ては、国民健康保険については、もう既に標準システムのような、厚生労働省のほう
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で決められております。総務省においては、国民健康保険についてはやっていいよと

なっていたんですけど、厚生労働省のほうで、そのＱＲコード対応のリリースが遅れ

て、最終的に今年の３月１０日にＱＲコード対応の標準システム版がリリースされた

という形になっていますので。ただ、今もうリリースされて、当初予算が７月ですけ

ど、去年入れた共通納税のノウハウがありますので、短期間でありますけど、住民サ

ービス向上のため、補正によってすぐに導入したいという形で考えて、今回、臨時議

会にかけさせていただいています。 

○議長（荒牧弘敏君）茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）目的は、移住定住をして人口を増やすということがこの事業の

目的だろうと思いますが、そこら辺りが明記されていなく、たしか５年以上定着して

ほしいという要望になっています。そこら辺りで本当に事業効果が現れると思ってい

るのかどうか、その点について詳しく説明を求めます。 

 それから、施設改修工事費の内訳ですが、入札前なので金額を控えたいということ

でありますが、建築工事ですね、これはほとんど間取りは変わっていないと思うんで

すが、ですから、そんなにかかると私は思いませんが、どのように考えているのか。 

 それと、維持管理費について、その収支バランスですが、この収支バランスについ

て今後検討したいということですが、まだはっきりしたことが試算されていないよう

ですが、収入としてはね、工事中は白紙とありますが、これは収入ではないんですか。

そうすると、かなりの赤字も出ることが予想されますけれど、その他共通使用する部

分がありますが、これについても有料なんですか、無料なんですか。それから、また、

ここは一般の方も使われるのかどうか、その点についてお伺いいたします。 

○議長（荒牧弘敏君）町長。 

○町長（坪根秀介君）基本的には、人口と所得を増やすためのサテライトオフィス、そ

の中で、農業、林業を活性化していくと。従前から答えておりますように、そういう

ブランディングをやっているんだと。例えばそれがふるさと納税に上がれば、農業あ

るいは林業のそういったものを活用したものが大きな収入となるだろうし、また、そ

の大きな雇用にもつながってくるということで、上毛町民の所得の底上げと、人口を

含めて増やしていくための施設と考えていただきたいと思っていますので、ここで収

益を出すということではなくて、ここから発信していろんなものをブランディングし

ていくというふうにまず御理解いただきたいというふうに思っています。 
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○議長（荒牧弘敏君）企画開発課長。 

○企画開発課長（熊谷豊司君）工事につきましては実施設計をしていただいて、その結

果として、今回、予算に計上している部分をお願いしているとおり、適切に積算され

た工事というふうにお聞きをしております。 

 収入の関係で、８部屋の個室ということと、それだけで赤字ではないのかというこ

との質疑でございますが、議会説明資料の図面と、６ページ、７ページを御覧いただ

きたいと思いますが、フリーデスクエリア、そしてまた固定的エリアというものがご

ざいまして、ここについても料金設定をいたしまして、お金をもらうということにし

ております。 

 あと、一般の方々の利用ということで、今、想定しておりますのは、一般の方々の

働き方も、このフリーデスク、固定席デスクについては利用できるということで、月

単位でお貸しをしようかなということで今考えております。 

 想定としてはしておりますが、ただ、その想定を実際のニーズと照らし合わせなが

ら調査をしていきたいということの私の答弁でございますので、全く想定していない

ということではございません。そこは御理解を願いたいと思います。 

 以上です。 

○１０番（茂呂孝志君）いや、一つ、ちょっと、建築費の工事の中で、間取りが……。 

○議長（荒牧弘敏君）茂呂議員、はっきり言うてください。ちょっとちょっとやなくて。 

 茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）質疑しているんでね、ちょっと答弁漏れがあったのでお尋ねし

ますけれど、建設工事費の中で、間取りについては基本的には変わっていないのでは

ないですかというお尋ねですが、その点について答弁漏れがありますので、お願いい

たします。 

○議長（荒牧弘敏君）企画開発課長。 

○企画開発課長（熊谷豊司君）間取りにつきましては、ここにお示ししていますとおり、

一部繰り入れる部分、そして、また、壁を変える部分等がございます。ただ、おっし

ゃるとおり、そんなに全面的な間取りを変えるといったことは見ていただいて分かる

とおりしておりません。 

 以上です。 

○議長（荒牧弘敏君）いいですか。 
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 三田議員。 

○９番（三田敏和君）話を聞いていて、だんだんだんだんぼやっとして分からんくなっ

た部分があるので、再度確認をしたいんですが。先ほど、本町の移住定住人口を増や

すということでそういうようなお話があったんですが、そういうことであれば、まず、

一時的にそのサテライトオフィスに入っていただいて、上毛の地域のどこかに工場を

落としたり、何かを起こしたりして、そこで発展をしていくというふうに思っていた

んですが、そういうことも視野に入れているんでしょうかと。 

○議長（荒牧弘敏君）町長。 

○町長（坪根秀介君）いろんなことが考えられると思うんですね。その中で、一例を挙

げれば早いと思うんですけど、例えば、小さなコンパクトな家を建てるということで

考えたときに、そういったものの技術、センス、そういった、例えば東京の技術とか

センスとか、そういったものを持ってきながら、地元のいわゆるコストを落とせるよ

うな、例えば商工会のメンバーとか、そういったものとコラボしながら建てていって。

やっぱり家が建たないと人口は増えないですよね。 

 上毛町には、今例えば、アパートが空いている部屋が一室もないんですよね。でも、

オーダーはたくさんあるんですよ。そういったものを、これは一例として考えてほし

いんですけども、大きな箱を造って家賃を取るということであれば、それはもう、い

つ、どこに移動してもおかしくないですよね。だから、小さなコンパクトな家は、例

えば６００万ぐらいの家を、コンパクトな家でいいと。アパートの中じゃなくて、平

屋のコンパクトな家を安く造って、それを１０年で家賃を払う感覚で自分のものにな

るとすれば、オーダーはいっぱいあるんですね。若い世代がどんどん住みつく。独身

のときに、分相応の生活で、例えば１０年間暮らしていただければ自分のものになる

と。そしたら、その人が、独身が結婚すれば、二人になり、子供を産めば４人になる

というような、そういった未来に発展しているなら、そういったものをセンスと技術

を使いながら、地元でつくっていって人を増やすとか。これは一例ですよ。 

 あるいはその家具を作って、有名な職人もおりますから、そういう人たちが作って、

地元の大工さんとかいろんな家具職人を使って、そんなものを作って、ふるさと納税

に上げるとかですね。農業であれば、それと、その農業のブランディング、日本一に

なるような自治体もありますよね。１００億以上ふるさと納税を上げているところも

ありますし、そういったものを開発する、そのシンクタンクというのはないわけです
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よね。 

 ですから、今は外部の企業に頼んで、もう企業頼みになっているわけですね。町外

の企業に頼んで、ふるさと納税をどういったものを上げようかということをやってい

ますので、そうじゃなくて、ここでそういったものが作れるような、それがまた企業

誘致にもつながってくるというふうに、一つの例ですけども、お考えいただければと

思います。 

○議長（荒牧弘敏君）三田議員。 

○９番（三田敏和君）そういう意味から、行く行くこの地域にその工場を造って、発展

していくということが最終的なことだろうというふうに思うんですね。そういう中で、

サテライトオフィスの発出があって、さっき補助金としては５年以上ということで、

それがそこを、また、そこから出て、上毛町のどこかにそういうのを展開して、そこ

に移り住んでいくというようなことも考えられますよね。 

 そこから発信するということだけじゃなくてね、そういうことがある意味、大切な

ことじゃないかなと思うし、さっき町長が言われたように、確かに上毛町に住みたい

という方が、私、豊前市に寄っていろんな方と話すと、上毛町に住みたいと。でも家

がないというようなこともしょっちゅう私も耳にします。そういう意味では、家が建

てば、そこに住んで、結婚して子供が産まれる。それが行く行くは人口が増えていく

ということになるんですが、それは一つの一例として、あと、今、農業とかそういう

工業、家具とかということになると、物を作るというふうになれば、その上毛のどこ

かにそういう工房ができるとか、そういうのも将来的には展開していく一つの手法だ

というふうに思うんですね。 

 確かにそのサテライトオフィスだけにずっとおって、そこから情報発信してＰＲし

て、いろんなこととコラボしていくということも分かりますが、そういうことも狙っ

ているんだろうというふうに、将来的にね、思っているんですが、そういう中で、そ

のサテライトオフィスにいる期間というのは、何か最長何年おられるとか、そういう

ことはあるんでしょうか。 

○議長（荒牧弘敏君）町長。 

○町長（坪根秀介君）担当課のほうが５年というふうに書いていますけれども、これで

多分いくんだと思うんですけどね。私は性善説で考えれば５年なんですけども、中に

はもしかしたらですよ、もしかしたらそうじゃない企業が入ってくる場合もあると思
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うんですね。出ていってもらうことも考えなきゃいけない。全てがいい企業であれば

いいんですけども、ただ、いい企業を残して、よくない企業が出ていってもらわなき

ゃいけないと思うんです。 

 そういうことを考えると、果たして５年がいいのかどうかというのも分かりません

し、１年更新でもいいんじゃないかと思いますし、その辺はこれから十分担当課と協

議しながら、何が正しいのかというのも考えながら進めてまいりたいと考えています。 

○議長（荒牧弘敏君）三田議員。 

○９番（三田敏和君）その辺も非常に、公募したらどういう企業が来るか分からないと

いうこともあるので、その辺を十分検討しながら、よりよい企業をですね。末永くお

る中で、上毛町のどこかに企業進出をしていただいて、そこに工場展開していただく

とかね、そういうことをぜひ望んでほしいなというふうに思います。 

 それと、後で持って帰ってください。 

 それと、さっきドローンのことがありましたが、補助率はどのぐらいなのか、どう

いう仕様のドローンなのか、再度説明してください。 

○議長（荒牧弘敏君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）補助率は２分の１です。県単事業です。 

 仕様についてなんですけど、一応想定されているのが、型式で言ったらあれなんで

しょうけど、クボタのＴ１０Ｋという分で、８リッターのカセット式タンクで薬剤の

交換ができるということで、約１０分のフライトで最大１ヘクタールの散布ができる

というものでございます。 

○議長（荒牧弘敏君）三田議員。 

○９番（三田敏和君）１０分で１ヘクタールというのは、操縦能力もあるというふうに

思うんですが、それはＧＰＳか何かを使って自動で散布するようなものなんですか。 

○議長（荒牧弘敏君）産業振興課長。 

○産業振興課長（円入忠義君）一応今聞いているのは、自動でということではなくて、

本人が目視しながらということで、充電の残量が３０％を切ると、警報が鳴ってお知

らせするということと、設定によっては、飛び立った場所に自動的に帰ってくるとい

う設定もできるというふうに聞いております。 

○９番（三田敏和君）議長。 

○議長（荒牧弘敏君）三田議員、４回目になりますけど。 
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○９番（三田敏和君）４回目になるか。 

○議長（荒牧弘敏君）はい。 

○９番（三田敏和君）そしたら、もうやめましょう。 

○議長（荒牧弘敏君）はい。 

 ほかに質疑ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）質疑を終了します。 

 これから討論を行います。 

 反対討論はありませんか。 

 茂呂議員。 

○１０番（茂呂孝志君）私は、議案第３３号は反対の立場で答弁いたします。 

 今お尋ねしたところ、収支バランスについて検討が不十分なようです。こういうふ

うに考えますけど、見受けられます。 

 それから定住促進ですが、この条件としては、国の要件にのっとってこういう計画

書を策定していますけど、説明を受けた範囲では、本当にこれが定住促進につながっ

ていくのだろうかと思います。疑問もありますので、この議案に反対いたします。 

○議長（荒牧弘敏君）賛成討論はありませんか。 

（「討論なし」という声あり） 

○議長（荒牧弘敏君）討論なしと認め、討論を終わります。 

 これから本案を採決します。 

 本案を原案のとおり決することに賛成の議員の起立を求めます。 

（起立多数） 

○議長（荒牧弘敏君）起立多数。したがって、議案第３３号 令和５年度上毛町一般会

計補正予算（第２号）は原案のとおり可決することに決しました。 

─────────────────────────────── 

○議長（荒牧弘敏君）以上で本日の日程は全て終了しました。 

 令和５年第２回上毛町議会臨時会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

                           閉会 午前１１時１２分 

  



-29- 

○上記、会議の経過を記録して、事実と相違ないことを証するため、ここに署名する。 

   令和５年  月  日 

 

上毛町議会議長 

 

署 名 議 員 

 

署 名 議 員 


